２　羽合条里開発の時代とその技術
民戸の数と田積　　　　八代国治外二氏の編EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さん),纂)にかかる「増訂国史大辞典」によれば「里」という語には、民戸の数５０戸をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さと),里)というばあいと、いま１つは田積３６坪をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(り),里)というばあいと２とおりの異議があって、はなはだまぎらわしいが、ここでとりあげるのは後者の田積の場合であって、耕作民戸のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さと),里)は説明に必要なばあいに附随してとりあげることにする。

郡境田図　　　　　　　同辞典「デヴ＝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょう),条)」の起源沿革の項に「始め詳ならず」とまた本居内遠は条里図帳考に「今に伝はれる天平７年の讃岐国山田香河郡、境田図には、やや此制見えたれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りょう),令)を撰べる大宝６年より３４年の間に起れる事著し、さによりて思へば出雲EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふどき),風土記)に、霊亀元年式によりて里を郷と改むと云へる時、此制起れるなるべし、さるは５０戸をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さと),里)と云ひ、３６町を里と云はむに、音調
民戸は郷村　　　　　の分ちは有(り)けめど、同字にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まぎ),混)らはしければ、里は条里の里とし、民戸の里には更にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さと),郷)と云ふ
地積は条里　　　　　文字を用ひて、戸の方に就ては郷村、土地を量る方には条里と文字を用ふることに定めたり」と従ふべきに似たり。堀田璋左右は、「霊亀元年条里の名の起ると定むるは賛する所なれども縦横の画法は霊亀以前より行はれたりしが如し。而してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ち),緻)密なる班田法を実施する上に於て、大なる不便を生ぜしを以て、遂に霊亀に至つて、簡便なる条里を応用したるものなるべし」と言へり。関野貞一は更に一歩を進めて「大化改新の時班田の制を敷きし時より、区画法は行はれしものなるべし、而して条里の制は、和銅６年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なら),平)城京成りし時、尺度の改正ありしを見れば、此時より始めしものならん」と云へり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じ),爾)来各地に行はれて応仁文明項の文書検注帳などに条里を注したるを見れば、此の時まで行はれたること明らかなり、戦国時代以後此制絶えたるが如し、今日諸国の村名地名に、東条・西条・南条・北条等の名ある、皆此遺名なり（拾芥抄、田制篇、史学雑誌「条里制」大内裏図考証）。

　　　　　　　　　　　以上は大体国史大辞典にあげている要点であるが、「大化改新の研究」を書いた坂本太郎博士も、その第４編に附戴として「条里制私見」のなかに「条里制地割は本居内遠のいっている奈良朝霊亀元年（７１５）に条里の語ははじまったとしても、方格地割の実体はそれより以前すでに実施され、平城京もこの地割の上に建設されたものと推定されている」として喜田貞吉博士の説をも反ばくしている。
改新の詔　　　　　　　いま考徳天皇大化２年（６４６）改新の詔４項目中の第２項目をみるに、

　　　　　　　　　　「凡そ郡は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よそさと),四十里)を以て大郡と為し、三十里以下四里以上を中郡と為し、三里を小郡と為す」

　　　　　　　　　　　との詔条がある。この「里」を広さとみるか、戸数とみるかによって条里地割りの起源を探るカギともなるし、「郡」とは地をいうのか戸をいうのかの問題の分岐点ともなる。もとより、里は後の郷と同じく５０戸を以て１里とするという解釈は大宝令以後の定説で動かしにくいが、現在も都道府県郡市町村の区域は人口の多少にもよるが、また、地理的区劃にもよっている場合が多い。要するにこの条里施行の点については判然としない点も多いという方がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おん),穏)当であろう。
方格地割施行と　　　　しかし、一面この方格地割はどんな権力者によって施行されたかという段になると、奈良時代

技術　　　　　　　　の国司の力では到底貫行されそうにもない。大和国家において豪族の土地占有の社会が崩れはじめた皇極天皇時代を１エポックとして、それ以前豪族の勢力の盛んであった推古天皇（５９３－６９５）時代には大陸との交通も開けていたし、遣隋使や遣唐使の往来もあり、したがって隋唐の制度も研究されていたとすれば、彼の地の開発方法技術が伝わっていたと見なければなるまい。そうすれば、彼の地の井田法や阡陌地割法も自然わかっており、尺度も研究され、これらをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さんしゃく),参酌)
古墳と神社に対す　　してわが国内の可耕地に測量の繩を張る試みがなされたとみて差支えなかろう。しかも、条里制
る条里遺構　　　　　地割りの遺構の広いところほどその周辺に前期古墳、ことに前方後円墳が群をなして遺存し、また大きく古い神社が現存する例は、鳥取附近、米子南東部附近にみられることから察すれば、条里という名称のみは本居内遠のごとく大宝６年以後としても、方格地割の大工事の実態は、大化改新以前にすでに各地に小国家群の分立していた当時から、これら豪族の経済力と権力によって起工されていたのではないだろうか。

天神川流域平野の　　　ひるがえって地元の羽合平野をながめると、条里遺構の広さは、千代川・日野川の両流域のそ

条里遺構　　　　　　れには及ばないが、北条・羽合平野を左岸・右岸にもつ天神川流域平野の条里遺構もまた大きく、全国古代農地開拓史上に価値の高い遺構である。しかもその中にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のこ),遺)る坪（字）名は、この地の開拓史上捨てがたい歴史的字名をふくんでいるということは、県下でも珍らしく文献的価値にも劣らないものがある。
条里制遺構の完成　　　馬ノ山・日下山・北条の各古墳群と、この地の条里遺構の規模とを対象として考えてみると、

した時期　　　　　　さきに一般論で述べたように羽合条里の起工された時代は、馬ノ山４号古墳の築かれた時代のこの地の豪族の集中権力と経済力によって起工され、順次工程を進めながら班田収授法の確立するころにほぼ完成したものではないだろうか。そうだとすれば古墳群のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぬし),主)と系類、当時の農民（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かき),部曲)
豪族・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かき),部曲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(べ),民)・神　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(べ),民)）と条里施行とは密接な関係があると考えてよく、また前にも述べたようにこれら豪族や、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かき),部曲)
社・条里工事の関　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(べ),民)の崇拝の象徴であったものと思われる。また町内や附近の古い神社とも歴史的つながりをもつ
係　　　　　　　　　ことがうかがえる。要するに豪族・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かき),部曲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(べ),民)・神社・条里工事は、一連の生命の交流する歴史的資料であるというのも過言ではない。
　　　　　　　　　　　そこでいま少し開発技術面やその内容を掘り下げて検討してみたい。この点に関しては、鳥取大学岩永教授の「鳥取県における条里地域の研究」（Ⅰ）（Ⅱ）、大阪市立大の渡辺教授の「播磨条里制起原の問題」や日本大学の久木教授の「上野多胡之碑（伯耆国司EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こんじょうむ),金上旡)）研究」に負うところが大きいし、また「鳥取県文化財調査報告書」・河出書房「日本の考古学Ⅳ」・斉藤忠博士「日本古墳の研究」・佐々木謙の「ひすい」も馬ノ山古墳群をとりあげている。しかし、筆者は筆者なりに独断におちいるところもあろうが私見をまじえつつ述べてみたい。
条里開発の技術　　　　まず開発の技術面であるが、羽合平野条里遺構にそって測量をし上げた羽合町役場保存の寛永拾年河村郡長瀬村田畑方地詰帳、また天保年間の大地図や、東戸崎家（玉屋）所蔵の安政５年午正月付の長瀬村田方繩入帳、谷田所蔵の田後村田方水帳などに現われた字名を探ってみると、水下の西部を南へ貫通し、長江の西端に達する道路と、田後～上浅津間の県道との交又点の西北面に接する字名に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほこて),鉾手)」がある。条里地割りを実施した当時、まずここを起点として、９０度の直角線を東西南北に延長したのではないかと思われる。その理由は
　　　　　　　　　　　１　この地点が東西南北端に、ほぼ等距離にある中心点であること。

　　　　　　　　　　　２　東の延長線の見とおしが、舎人郷「ニイノ山」の頂上にあたり、反対側の西への延長線は、北条町茶臼山の南端にあたること。

　　　　　　　　　　　３　南北線の南端は、長江の西端をぬけて日下山の頂上（御井ガ平）標高１９１.１米近くに達すること。

　　　　　　　　　　　４　「鉾手」という地名の「ホコ」は測量起点に立てるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼんてん),梵天)で、それを立てたトコロ（手）であると推定してさしつかえない。
　　　　　　　　　　　５　東西線の「ニイノ山」の頂上を越えて延長された線は、舎人郷野方・方地間の小規模な条里基線となっている。

　　　　　　　　　　　さて、条里を割る基準線を引くにあたり、当時の技術者が、御井ガ平標高１９１.１米や、大原
　　　　　　　　　　南方対峯の標高２３２.１米附近に立って見とおし線を想定したかどうかはわからないが、前記５項の諸条件から考えれば、どうも平野の中心を最初に点定して梵天を立て、直交幹線を引いたのではないかと思われる。
測量の用具とその　　　そこで、この直交線の東西南北の正位を決定するにあたり、どんな技術者がどのような用具と方法　　　　　　　　方法とによったかということも考えてみなければならない。現今ならば三角点の決定・平板測量・
　　　　　　　　　　空中撮影とあらゆる進歩した技術によって測量も地割りもできるが、千数百年前のことを想像すると見当がつきかねる。つまるところ、目くらめっぽうにやったものでないとすれば、磁石によったか、北極星によったかの２つよりほか考えられない。この点については、沢田伍一の「奈良時代民政経済の数的研究」や高木菊三郎の「日本に於ける地図測量の発達に関する研究」にも断定を下していない。が、しかし磁石の発明は中国において相当古代にはじまっていることだけは認めている（指南車とは別の構造のもの）。鳥大岩永教授の「鳥取県における条里地域の研究第Ⅱ
磁石を使用したも　　報（伯耆の部）」に、羽合条里線の水下・長江線をもってN.O.Eいわゆる磁石の正南北線と認め
のか　　　　　　　　ている。当時磁石を使用したとはいっていないが、これは筆者が土地改良以前の条里遺構がまだこわされていないころの星の夜、この線の南端に立って磁石と北極星の双方を比較して測ってみたことがある。そのとき路線に北極星を指向しており、磁石のN.O.Eより１０°～１５°＋Eに見えた。精密な測定でないからなんともいえないが、当時の地割り測量者である算師（竿師）は北極星によったのではないかと想像をたくましくしたものであった。しかし、これは当時磁石の有無とは別なことがらであり、たとえ、その当時磁石を使用して南北線を決定したとしても、千数百年後の今日では当時に比べて磁極に変位のあることも考えられるので、そのへんの計算は筆者にはできない。とにかく用具は簡単粗EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼく),朴)なものでも、測量の技術は当時かなり進んでおり、これらの専門家を算博士・算師ととなえ、天文・測地の知識をもっていたことは６国史などにも載っている。
勝部と勝郷　　　　　　ところで当時の中央記録によれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふひとべ),文部)とか、算師とかは半島帰化人に多かったことを思えば、羽合平野の地割り測量も、その幹部はこれらの人びとではなかっただろうかと想像されるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ふし),節)がある。というのは、倉吉市の旧市街地や旧上灘村地域はもとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かちの),勝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごう),郷)といっており、帰化人であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かちべ),勝部)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かちすくね),勝宿禰)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こんじょうむ),金上旡)　　　のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はんえん),繁衍)したところで、その氏神であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かち),勝)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すく),宿)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ね),弥)神社は清和天皇のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じょう),貞)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かん),観)１３年（８５９）に従５位以下を授けられているが、「宿禰」といえば地方豪族では上位のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶんげん),分限)者である。また上野国EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(たこ),多胡)郡（群馬県）の多胡碑に彫られている「羊」というのは羊太夫のことで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こんじょうむ),金上旡)もこの地の帰化人である。和銅を発見し朝廷に献じ（久下司説）、その功績により和銅２年１１月多胡郡３００戸の郡司から、はるばる伯耆の初代国司に赴任している。つまり勝宿禰の勢力圏に、同じ帰化人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こんじょうむ),金上旡)が着任したのである。条里制地割りの原初とは多少のずれはあるが、鉱山家である金上旡と、測地技術者を抱えた勝宿禰の一族郎党が、伯耆東部の開発と技術面に祖業をひきつぎ、その完成期に何らかの関係があったのではないだろうか。したがって羽合平野開発の創業時代の技術者も、これらの同族の祖ではなかったかと推察するのもあながち不当ではあるまい。なお、駄経寺（倉吉市）の大御堂廃寺や、藤井廃寺・石塚廃寺・野方廃寺・国分寺・大原廃寺の建設も偶然でないような気がする。
金福信の来朝　　　　　金上旡が伯耆に赴任した和銅２年には、その３月に新羅から金福信が朝使として来朝し、３ヵ月滞在して帰羅している（続日本紀巻和銅２年３月）。勝宿禰・金上旡・金福信いずれも相当な人物であり、地方開発にも直接、間接のつながりを持った人であり、条里制地割り技術を考える場合一考に価することがらであろう。なお、ここに一言しておきたいことは、大八木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すく),足)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ね),尼)は国造本紀のしるすところの国造ではあろうが、伯耆の国司ではなく、当時の伯耆国一円を政治的に掌握する地位にあったものではない。誤解しないことである。しかし、伯耆東部の大八木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すく),足)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ね),尼)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はは),波波)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(き),岐)氏のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほうきの),伯耆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くにのみやつこ),国造)は、この地における二大勢力であったことにはまちがいなかろう。
　　　　　　　　　　　話は少し岐路にはいったから、本すじにかえそう。

